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教科名 小学校 算数 平成２６年度問題 Ｂ２ （３） 

学習指導要領の領域・内容 ３年 Ｄ 数量関係 
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解答類型 全国平均 県平均 自校等 

 １ と解答している。 4.8 % 3.8 %       % 

 ２ と解答している。 23.1 % 19.9 %       % 

 ３ と解答している。    9.3 %    8.2 %       % 

◎ ４ と解答している。   61.5 %   66.8 %        % 

 上記以外の解答    0.1 %    0.1 %       % 

 無解答    1.2 %    1.2 %       % 

さらに伸ばすためのポイント 

資料の全体と部分の関係を説明するという目的を考慮し、より適切なグラフを選択す

る児童が比較的多く見られた。表やグラフの表し方について工夫したり、判断したりす

るなどの活動が充実していることが伺える。 

しかしながら、（２）棒グラフや（３）折れ線グラフを選択した児童もかなりの割合で

みられた。そこで、さらに伸ばすためには、指導に当たっては、それぞれのグラフを用

いる場面について考えたり、それぞれの特徴を明らかにしたりする指導を充実させるこ

とが必要である。 

児童が目的意識をもって、表やグラフなどの資料の特徴を説明したり、主張したいこ

とを伝え合ったりすることは、他教科等の学習や実生活においても大切なことである。 

備考 

 ○ 関連する問題 

  平成２５年度 算数Ｂ５（１）棒グラフと折れ線グラフの両方が示されたグラフか   

 ら、必要な情報を読み取ることができるかどうかをみる。（県平均７６．６％ 全国平 

  均７６．１％） 
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